
年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 組 サイエンスコース生徒　選択者

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

単元：線の練習

単元：ヴィジュアルテク
スチャーと技法の研究

単元：デザイン論

35

○ ○ ○

35

合計

70

【デザインに関する基礎
知識】
・黄金比について
・Gマークとグッドデザイ
ン

【画材類の扱い方】
・テクスチャ表現につい
て
・デザイン用具について
【作図】
・製図用具の使い方につ
いて

出席時数、提出物、小テスト、授
業態度、プレゼンテーション等で
総合的に判断する。
【知識・技能】
・材料や道具を正しく大切に扱う
方法を身に付ける。
・デザインに関する基礎知識を身
に着ける。
【思考・判断・表現】
・デザイン用具を用いて正確かつ
丁寧に作品を仕上げる。
・調査内容を相手にわかりやすく
伝える。
・指示された条件に沿って、適切
なデザインを仕上げる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・教員と対話し、より良い作品に
仕上げるために模索する態度を養
う。

○

単元：材料と適正

単元：食に関するデザイ
ン

【思考力、判断力、表現力等】

①本時の学習内容をプリントに記入することができる 。
②道具を正しく使用することができる。
③作品を完成させる。

①各素材や表現技法を理解することができる。
②基本条件をふまえたデザインを描くことができる。
③作品を丁寧に仕上げることができる。

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

デザイン実践

工業（デザイン）

学んだことをふまえてデザインを考え、形にすることができる。

手を動かすこと、デザインすることに興味を持つ。

材料研究

【 知　識　及　び　技　能 】

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科

思

工業（デザイン） 材料研究
工業（デザイン） 材料研究 2

（  松尾・内田                                                           ）

様々な材料や表現手段を体験し、その特徴を理解する。

①説明を集中して聞くことができる。
②教員と対話し、より良いデザインを模索しよう
としている。
③制作に集中して取り組んでいる。
④片付け掃除に取り組んでいる。
⑤反省・感想をプリントに記入することができる。

配当
時数

【学びに向かう力、人間性等】

３・４

【知識及び技能】

態知

○ ○

２
学
期

【材料について】
・紙
・プラスチック
・金属
・布帛

【デザイン検討】
・３Dソフト基本操作
・データ作成
・出力
・発表

出席時数、提出物、小テスト、授
業態度、プレゼンテーション等で
総合的に判断する。
【知識・技能】
・それぞれの材料の特性を理解す
る。
【思考・判断・表現】
・各素材の特性に基づき、製品に
適した材料を選択できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・教員と対話し、より良い作品に
仕上げるために模索する姿勢を養
う。

出席時数、提出物、小テスト、授
業態度、プレゼンテーション等で
総合的に判断する。
【知識・技能】
・３Dソフトの基本操作を理解す
る。
【思考・判断・表現】
・3Dプリンタで出力し、実際の製
造において実現可能かを評価、表
現する能力を養う。
【主体的に学習に取り組む態度】
・教員と対話し、より良い作品に
仕上げるために模索する姿勢を養
う。

【製図用具の扱い方】
・製図用具の種類や用途
について
【作図】
・製図用具の使い方につ
いて


